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は じ め に

島根 県水産試験場 は明治34年 に創設 されて以来,こ こに齢80年 を算す る。

この長 い歴史 には蔑多ρ栄光 ・変遷 があるが ・その業 績につい ては第二次世界

大戦前後 を除 いて,各 年度 に事業報告 を刊行 している。

しか しなが ら・昭和55年4月 に新 庁舎 を竣工 し,研 究面の整備 ・拡充 につ

れて,本 場 を中心に鹿島 ・三刀屋 の両分場 におい ても事業 に関す る業績以外 に

事業 を進 める中にあ つてな された研 究的業績 も増 加 してきた。 研究業績 は水産

学会誌その他 に発表す る方法 もあ るが,事 情に よ りそ こまでにい た らないけ れ

ども・ 日本海 の水産研 究に とつて貴重 な この種の報 文が職員の筐 底 に多数 存す

るをみ て,こ れ らの価値 を世 に問 う場 として 「研究報告 」を刊行す ることとし

たo

本研 究報告 は研 究業績が ある程 度集積す るの を待 って随 時刊行する ものであ

る・ したが つて・年1回 と予定 す ることはできないが,昭 和42年3月 に本報告

の1～2号 を発刊 しなが ら以後尻切 れ トンボに終 つた前歴 を繰 り返 して はな ら

ないo

水産試験場本来の使命 か らみ て3号 誌 に終 らぬよ う後進 の努 力 を期待 して序

とす る次第で あるo

昭和56年7月11:日

島根県水産試験場長

児 島 俊 平
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